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Abstract: 
 

 本書類はイグレスノードの出力ダウンストリームインタフェースで，
Label Switched Path（LSP）が使うラベルを制御するための手順を
明らかにする。この制御は「イグレスコントロール」と呼ばれる。 
イグレスコントロールのサポートは GMPLS のシグナリングにおいて 
暗に定められている。この書類はその GMPLS シグナリングの仕様を明ら
かにするだけであり，シグナリングメカニズムや手順を変えない。 

 
1. Background 
 

 イグレスノードの出力ダウンストリームインタフェースで使うラベルを

制御する機能は，早期から GMPLS へと要求されていた。早期の GMPLS
に関する書類では、これは「イグレスコントロール」と呼ばれた。

GMPLS の書類が更新されるたび、イグレスインタフェースのラベルを制
御する機能は一般化され，いかなるインタフェースのラベルでも制御され

るようにサポートされた。この一般化は[RFC3471]の section6 および
[RFC3473]の section5.1 に見られる。これらは一般化される際に、 
イグレスノードでラベル制御をサポートする手順も一般化した。その結果

はイグレスコントロールを明らかにする目的だったにもかかわらず、目的

がはっきりと分からなくなっている。そのため，本書類はイグレスノード

の出力・ダウンストリームインタフェースで使うラベルの制御を明らかに

する手順を繰り返し明らかにする。 
 

 補足のため、以下に 2000 年 6 月のイグレスコントロールのための ERO
（Explicit Route Object）についての GMPLS シグナリング書類を
参照する。 



  
  6. Egress Control 
  

LSP の先頭にある LSR は，LSP の終点を ERO で制御できる。
あるイグレス LSR の出力インタフェースを，特定の LSP の終
点とするために、先頭の LSR はそのインタフェースの IP アド
レスを ERO の最後の要素として指定することができる。これは
もちろん、そのインタフェースに付属した IP アドレスがあれ
ばの話だが。 
 
IP アドレスの使用は，イグレスの終点を特別に指定するため
には不十分な場合がある。その一つは，イグレス LSR の出力イ
ンタフェースが，リンクバンドルのコンポーネントリンクだと

いう場合である。そしてまた別の場合として，二つの LSP を
「splice」したい場合である。つまり、第一の LSP の tail
を第二の LSP の head に接続する場合だ。後者の場合は non-
PSC リンク分類に起るだろう。 

 
  6.2 Procedures 
   

Egress Label という subobject は ERO/ER の最後の
subobject として出力されなければならない。 
この subobject が ERO/ER の別の場所に出現する場合は
「Bad strict node」エラーとして処理される。 
 
LSP を確立する際、ERO/RR を処理しているノードが Next 
Hop を選択し，第二 subobject が Egress Label 
Subobject だと気づく場合、この subobject の情報に基づ
いて，その LSP から受け取ったデータの処理を決定する。もっ
と具体的にいうと、subobject の Link ID 値がゼロでない
場合、この値が，LSP で受け取ったデータを送信するべき出力
リンクを指定している。Subobject の Label 値が
「Implicit NULL label」ではない場合、この値が LSP で
受け取ったデータの使うべき出力ラベルを指定している。 
 
LSP の先頭にある LSR が Egress Label subobject を作る
ための情報を得る手順はこの書類の範囲ではない。 

 
2. Egress Control Procedures 
 

 本 section は[RFC3473]の 5.1.1 と 5.2.1 を補足することを目的
とする。その sections で記述された手順は変わっていない。本



section はイグレスノードの出力・ダウンストリームインタフェースで
使うラベルについての手順を明らかにする section だ。 
本書類に出るキーワード「MUST」、「MUST NOT」、「REQUIRED」、
「SHALL」、「SHALL NOT」、「SHOULD」、「SHOULD NOT」、
「RECOMMENDED」、「MAY」、「OPTIONAL」は[RFC2119]で記述され
た通り分かるべきだ。 

 
2.1 ERO Procedures 
 

 ある ERO を処理しているノードがイグレスで、その ERO が出力・ダウ
ンストリームインタフェースと関係ある subobject を一つ以上含む場合、
イグレスコントロールが起きる。この場合では、出力・ダウンストリーム

インタフェースは，ERO のリストの最後の local インタフェースとして
示される。インタフェースは番号がある場合もない場合もあるため、注意

しなければならない。 
 

 イグレスコントロールをサポートするために、イグレスは受け取った
ERO に出力・ダウンストリームインタフェースが含まれるかどうかをチ
ェックする。 
 
 
もし含まれていた場合、インタフェース後の subobject のタイプが調べ
られる。関係された LSP が片方向であれば、一つの subobject が調べ
られる。双方向であれば、二つの subobject が調べられる。調べられた
subobject の U-bit が clear(0)ならば、ラベルの値は示された出
力・ダウンストリームインタフェースで LSP と関連したトラフィックに
使わなければならない(MUST)。 

 
調べられているsubobjectのU-bitがset(1)ならば、ラベルの値は双
方向LSPと関連したupstreamトラフィックに使われている。特に、ラベ
ルの値は示された出力・ダウンストリームインタフェースで受け取るLSP
と関連したトラフィックに使われる。 

 
[RFC3473]によると、EROの処理をしている際に、ラベルのリストを受
け入れることができなかった場合，もしくはフォアーディングにサポート

できない場合，エラーが発生し，PathErrメッセージが生成されるべき
(SHOULD)だ。そのメッセージのerror codeは「Routing Error」で
あり，error valueは「Bad Explicit Route Object」である。 

 
 
 
 
 



2.2 RRO Procedures 
 

Label recordingがLSPには指定されており、またEROの一つがイグレ
スの出力インタフェースの情報を指すために使われている場合、イグレス

は該当するRRO（Route Record Object）へと，示されたインタフェ
ース情報や示されたラベルを含むべきだ。 

 
3. Security Considerations 
 

本書類は[RFC3473]で定義された手順を明らかにする(clarify)が、新たな
手順は定義しない。そのため、セキュリティに関する新たな検討は導入し

ない。 
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